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北海道での太陽光発電所運営事業の取得について 
 

 

ソフトバンクグループで自然エネルギー事業などを行う SB エナジー株式会社（本社：東京都港区、代表

取締役社長：孫 正義、以下「SB エナジー（エスビー エナジー）」）と三菱 UFJ リース株式会社（本社：

東京都千代田区、代表取締役社長：白石 正、以下「三菱 UFJ リース」）の子会社であるMULエナジーイ

ンベストメント株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：打田 欣生、以下「MULエナジーイ

ンベストメント」）は、2017年 3月 17日、丸紅株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：國分 文

也）より大規模太陽光発電所「とまこまい勇払メガソーラー」を運営する「とまこまい勇払メガソーラー

株式会社」の全株式を取得しました。 

 

「とまこまい勇払メガソーラー」は、北海道苫小牧市の私有地約 48万㎡（約 48 ha）の土地において 2015

年 10月 1 日に運転を開始した、出力規模が約 2万 9,800kW（約 29.8MW）、年間予想発電量が一般家庭約

9,000世帯分の年間電力消費量に相当する約 3,200万 kWh／年を見込むメガソーラー発電所です。同発電所

の運営は今後、SBエナジーとMULエナジーインベストメントが折半で出資参画する特別目的会社（SPC）

「とまこまい勇払ソーラーパーク合同会社」が行います。 

 

SBエナジーは太陽光発電をはじめとする自然エネルギー発電所の建設と運営に加え、アセットマネジメン

トサービスの提供や他事業者が譲渡を希望する発電所の取得を通じて、今後も自然エネルギーの普及・拡

大を目指します。 

 

MULエナジーインベストメントは、太陽光発電所の取得をはじめ事業の運営管理などアセットマネジメン

ト事業を行っており、今後は投資ファンドの組成も視野に、再生可能エネルギー分野においてトータルソ

リューションを提供し、社会インフラの整備に貢献してまいります。 

 

■「とまこまい勇払メガソーラー」の概要 

所在地 北海道苫小牧市沼ノ端 265－1 他 

敷地面積 約 48万㎡（約 48.0ha） 

出力規模（太陽電池容量） 約 2万 9,800kW（約 29.9MW） 

年間予想発電量 

約 3,200万 kWh／年 

一般家庭約 9,000世帯分の年間電力消費量に相当 

※1世帯当たり 3,600kWh／年で算出 

運転開始日 2015年 10月 1日（火） 

設備取得日 2017年 3月 17日（金） 
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■「とまこまい勇払メガソーラー」写真 

 

 

 
 SoftBankおよびソフトバンクの名称、ロゴは、日本国およびその他の国におけるソフトバンクグループ株式会社の登録商標または商標です。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

三菱UFJリース株式会社 広報 IR部 

Tel： 03-6865-3002 


